
Fig.1. Schematic of solution shearing 

on nano-sized periodic trench 

structure. 
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【背景】塗布工程で基板に直接形成する光吸収型の偏光子は、ヨウ素系材料で染色した樹脂を延

伸する従来の偏光板と比べ薄型化に伴う柔軟性の改善、大面積化や低コスト化が見込まれる。塗

布工程に適合する高性能な偏光子を実現するには、光吸収異方性を持った二色性染料を一方向に

配向させる技術を溶液プロセスで達成することが要求される。本課題の克服に向けて我々は、最

も高い配向秩序度を示す結晶性薄膜を偏光子として応用することを提案し、ネマチック液晶と二

色性染料の間に作用するゲストホスト効果 1)を利用した結晶成長法によって、水平配向液晶セル

中で約 40μm 厚の二色性染料分子の単結晶化に成功した 2)。そこで、更なる薄型化と塗布工程へ

の適合を目指し、本研究ではナノサイズの周期的な溝構造を有する基板上で一方向に溶液掃引す

ることで染料結晶の成長方位制御を検討したので報告する。 

【実験方法】高二色比のアゾ系二色性染料 G-241（林原社,最大

吸収波長 554nm）をトルエンに対し濃度 1wt%で溶解した溶液を、

100nm ピッチの溝構造をアクリル系樹脂で形成した石英基板上

に滴下し、ガラスブレードで溶液を 20μm/secの速度で掃引した

（図 1）。ガラスブレード表面での結晶成長を抑制するため、予

めフッ素樹脂(CYTOP®,旭硝子社)をコートした。 

【結果・考察】図 2に成膜した二色性色素薄膜に対して偏光依

存性を評価した結果を示す。溶液掃引方向は溝に沿う方向とし

た。溝構造上に形成した薄膜では、溶液掃引方向と平行に吸収

軸を持つ薄膜が形成されており、波長 554nm における二色比

は 8.53となった(図 2(a))。比較として、図 2(b)上図には平坦な

ガラス基板上に形成した結果を示す。基板上の一部ではブレー

ドの掃引方向と異なる方向に成長した結晶片が析出しており、

光透過状態において染料由来の強い着色挙動が見られた。これ

に伴い、二色比は 3.05に低下する結果が得られた。以上より、

周期的な溝構造に沿ってブレードを掃引することにより、基板

表面における結晶成長挙動に影響したものと考えられる。 
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Fig.2. Polarizing optical microscope 

images of dichroic dye films (a) on 

nano-sized trench structure (b) on glass. 

Table. Estimated dichroic ratio from 

transmittance characteristics. 
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